
 

 

 

↓ 

動  作 

姿 勢 

上着を脱ぐ 上着を着る 
ズボンを 

脱ぐ 

ズボンを 

履く 
靴を脱ぐ 靴を履く 

靴下を脱

ぐ 

靴下を履

く 
運動着 制服 

作業着 
運動着 

制服 

作業着 頭先抜き 腕先抜き 

① 

床に座っ

て行う。 

自分で服

を上に引

っ張り、後

は、教師と

行う。 

片方の袖

口を持ち、

腕を抜く。

後は、教師

と行う。 

教師の支

援を受け

て、脱ぐ。 

教師の支

援を受け

て、着る。 

教師の支

援を受け

て、着る。 

ひざ下ま

でズボン

を引き下

げる。後

は、教師と

行う。 

教師がひ

ざ上まで

履かせた

状態から、

自分で、上

にあげる。 

自分でか

かとをは

ずし、教師

が脱がす。 

座って、か

かとを引

っ張って

履く。 

教師がか

かと下ま

で靴下を

下げた状

態から、脱

ぐ。 

教師がか

かと下ま

で靴下を

上げた状

態から、自

分で引き

上げる。 

② 

椅子に座

って行う。 

自分で服

を引っ張

り、頭を抜

く。後は、

教師と行

う。 

自分で脱

ぐ。 

部分的に

支援を受

けて脱ぐ。 

教師の支

援を受け

て顔を出

し、後は自

分で着る。 

部分的に

支援を受

けて着る。 

声掛けを

受けて、脱

ぐ。 

声掛けを

受けて、履

く。 

手を使っ

て、自分で

脱ぐ。 

立って、壁

などに手

をついて、

かかとを

引っ張っ

て履く。 

声掛けを

受けて、脱

ぐ。 

教師がつ

ま先まで

入れた状

態から、自

分で引き

上げる。 

③ 

支えを利

用して、立

って行う。 

自分で脱

ぐ。 

服が裏返

らないよ

うに脱ぐ。 

自分で脱

ぐ。 

自分で裾

をたくし

上げて顔

を出して、

着る。 

自分で着

る。 

自分で脱

ぐ。 

座って、自

分で履く。 

手を使わ

ずに、自分

で脱ぐ。 

声掛けを

受けて、履

く。 

自分で脱

ぐ。 

声掛けを

受けて、自

分で履く。 

④ 

立って行

う。 

裏返らな

いように

脱ぐ。 

 服が裏返

らないよ

うに脱ぐ。 

自分で、前

後、裏表を

確認して

着る。 

自分で、前

後、裏表を

確認して

着る。 

服が裏返

らないよ

うに脱ぐ。 

立って、自

分で履く。 

 自分で履

く。 

靴下が裏

返らない

ように脱

ぐ。 

自分で履

く。 

⑤ 

           かかとの

位置を合

わせて、履

く。 

＜着替え・身だしなみグループ＞ 
別紙資料１ 

指 導 段 階 表 



 

 

 

↓ 

操  作 

ファスナー 
ボタン スナップ 

ボタン 
鍵ホック 

ベルト 
ハンガーかけ たたみ方 

服の裏返し 

を直す はずす かける 通す 留める 

 

 

① 

教師と一緒

にファスナ

ーの操作が

できる。 

教師と一緒に

できる。 

教師と一緒に

できる。 

教師と一緒

にできる。 

教師と一緒に

できる。 

ズボンを履く

前に、教師と

一緒に通す。 

教師と一緒

に留める。 

ハンガーをラ

ック等に掛け

たり外したり

する。 

教師と一緒

に机上で畳

む。 

教師と一緒

に直す。 

② 

ファスナー

の上下操作

ができる。 

部分的に支援

を受けて、で

きる。 

部分的に支援

を受けて、でき

る。 

部分的に支

援を受けて、

できる。 

部分的に支援

を受けて、で

きる。 

ズボンを履く

前に、自分で通

す。 

部分的に支

援を受けて、

留める。 

机に服を置い

て、服の両腕を

ハンガーに掛

ける。 

部分的に支援

を受けて、机

上で畳む。 

声掛けを受け

て、直す。 

③ 

教師が金具の

差し込みを行

い、自分でフ

ァスナーを操

作する。 

自 分 で で き

る。 

自分でできる。 自分ででき

る。 

自 分 で で き

る。 

ズボンを履い

たまま、教師と

一緒に通す。 

自分で留め

る。 

教師の支援を

受けながら、空

中で衣服の両

腕をハンガー

に掛ける。 

自分で、机上

で畳む。 

自分で直す。 

④ 

教師と一緒に

金具の差し込

みを行う。後

は、自分で操

作する。 

    ズボンを履い

たまま、自分で

通す。 

自分の体の

サイズに合

わせて、留め

ることがで

きる。 

衣服がずれな

いように整え

て、ハンガーに

掛ける。 

机 を 使 わ ず

に、声掛けで

畳む。 

 

⑤ 

すべて自分で

操作する。 

      １本のハンガ

ーに整えて掛

けることがで

きる。 

机 を 使 わ ず

に、自分で畳

む。 

 

⑥ 

       どんな衣服、ハ

ンガーの形状

でも掛けるこ

とができる。 

きれいに自分

で畳んで、か

ごや鞄に収納

することがで

きる。 

 



 

 

 

 

↓ 

認知・理解 身だしなみ 

衣服の前後 衣服の裏表 靴の左右 
気温に 

合った服装 
裾の始末 襟 髭、爪の処理 整 髪 

ハンカチ、 

ちり紙の携帯 

① 

目印を見て、衣

服の前後が分

かる。 

目印を見て、衣

服の裏表が分

かる。 

目印を見て、靴

の左右が分か

る。 

教師の指示を聞

いて、脱ぎ着す

る。 

教師と一緒に

裾を入れる。 

鏡を見て、教師

と一緒に直す。 

声掛けを受け

て、気づく。 

鏡を見て、教師

と一緒に髪を

整える。 

手渡されたハ

ンカチ等をポ

ケットに入れ

る。 

② 

タグや首回り

を見て、前後が

分かる。 

タグや縫い目

を見て、裏表が

分かる。 

靴の形を見て、

左右が分かる。 

天候をみて判断

する。 

裾の一部分を、

自分で入れる。 

鏡を見て、自分

で直す。 

定期的に処理

する。 

自分で鏡を見

て、髪を整え

る。 

声掛けを受け

て、決まった場

所からハンカ

チ等をポケッ

トに入れる。 

③ 

服の形をみて、

前後が分かる。 

  活動に合わせて

判断する。 

全部の裾を、自

分で入れる。 

鏡を見ないで、

自分で直す。 

自分で気づい

て、処理する。 

 自分で用意し

て、ハンカチ等

をポケットに

入れる。 

④ 

    自分で鏡を見

て、裾を確認す

る。 

   着替えの後に、

ハンカチ等を

ポケットに入

れ替える。 

⑤ 

         

⑥ 

         

 



＜食事グループ＞                                別紙資料２   

指導内容表 

 

正しい姿勢 楽しい食事 食べ物の大切さ・感謝の心 

姿勢 道具の使用 器の持ち方 食べ方 

かみ方 

会話 挨拶・感謝の

心 

残さず食べる 食べ物を大切

にする 

・きちんといす

に座って食べる

（足ぶらぶら・足の

ばし・あぐら・足組

なし） 

・スプーン、フォ

ークを握り持ち

で使う。 

・器に手を添え

る。 

・一口分ずつ口に

入れる。 

・口の中の物を

飲み込んでから

話す。 

・適切な声の大

きさで「いただ

きます」の挨拶

をする。 

・嫌いな物を好き

な物と一緒に少

し食べる。 

・食べ物で遊ば

ない。 

・背筋を伸ばし

て食べる。 

・スプーン、フォ

ークを鉛筆持ち

で使う。 

・器を持つ。 ・かきこまないで

食べる。 

 

・食事にふさわ

しくないことは

言わない。 

・適切な声の大

きさで「ごちそ

うさまでした」

の挨拶をする。 

・嫌いな物を小さ

くして一口食べ

る。 

・食べられる量

を考えて配膳す

る。 

・肘をつかない

で食べる。 

 

 

・箸(介助箸)を使

う。 

・正しい持ち方で

器を持つ。（上は親

指で押さえ、底は４指

で支える） 

・良くかんで食べ

る。 

・適切な声の大

きさで話す。 

 

・調理員さんに

感謝の気持ちを

伝える。 

・嫌いな物も少し

食べる。（決めた

量） 

 

・よそ見をせず、

正面を向いて食

べる。 

 

・正しい箸の持ち

方で使う。 

・大きい皿やどん

ぶりは手を添え

る。 

・音を立てずに食

べる。 

 

 

  ・好き嫌いせず残

さず食べる。 

 

 ・マナーを守って

箸を使う。（刺し

箸、寄せ箸等をし

ない） 

 ・ごはんとおか

ず、汁物を交互に

食べる。(三角食

べ) 

    

 



 ＜余暇グループ＞                         別紙資料３  

余暇活動の内容 

身体活動 
・競技スポーツ  ・レクリエーションスポーツ  ・ダンス  ・外遊び 

・遊具遊び 

創作活動 ・絵  ・造形  ・手芸  ・料理  ・ブロック  ・積み木 

表現活動 ・演劇  ・踊り  ・歌  ・楽器演奏 

鑑賞 
・テレビ  ・ビデオ、ＤＶＤ  ・映画  ・動画、インターネットの閲覧 

・好きな音楽を聞く  ・スポーツ観戦  ・（雑誌などの）本を見る 

収集 ・好きな物のコレクション  ・写真、雑誌などのスクラップ 

外出 
・買い物  ・外食  ・散歩  ・アミューズメント  ・施設利用 

・カラオケ 

集い 
・お茶会  ・誕生会  ・クリスマス会  ・忘、新年会 

・グループ遊び 

教養 
・茶道、華道  ・楽器演奏  ・パソコン、タブレット  ・囲碁、将棋 

・読書 

リラックス ・アロマテラピー  ・スヌーズレン  ・個人的趣向による活動 

その他 
・地域行事（祭事）  ・地域のイベント 

・カードゲーム、ボードゲーム  ・玩具遊び 

 

 

 

 

 



                                  別紙資料４  

余暇活動の場面、余暇活動につながる場面 

 場 面 内 容 

教 科 

・音楽  ・体育 

・美術、図工 ・家庭科 

・産業社会と人間 

・国語  ・数学 

音楽鑑賞、合奏、楽器演奏、ダンス、絵画、制作、スポーツ、 

書道、読書、劇、読み聞かせ、漢検、料理 

合わせた 

指導 

・生単 

・遊びの指導 

・作業学習 

余暇施設利用（カラオケ、ボウリング、アミューズメント、

レンタルビデオ店、外食店）、 

買い物（スーパー、コンビニ、１００円ショップ、書店）、 

料理、手芸、園芸、陶芸、日曜大工 

その他 

・総合的な学習の時間 

・休み時間、放課後 

・クラブ活動 

・放課後課外 

カードゲーム、ボードゲーム、読書、音楽鑑賞、スポーツ、

遊具遊び、パソコン、集団ゲーム、ダンス、茶道、地域行事

（祭事、伝統芸能） 

 ※内容は場面を跨ぐものもあり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



余暇活動段階表                                                  別紙資料５  

 小学部 中学部 高等部 

ねらい 

   

関心・ 

意欲 

活動の場 

   

活動の選択・ 

決定等 

   

・学校（寄宿舎）内、校地内等で活動する。  

・支援者の目の届く範囲で活動する。 

・近所の施設、商店等を利用して活動する。 

・興味関心があるもので活動する。 

・支援者に提案されたもので活動する。 

・自分で好きな活動を選択する。 

・友達がやりたいことを一緒に活動する。 

・居住する市町村内の範囲で活動する。 

・仲間と相談して計画、実行する。 

・情報源を活用して調べる、選ぶ。 

・様々な経験を積む、楽しむ。 

・活動の場や種類を広げる。 

・ルールやマナーを意識し、主体的に楽しむ。 

・公共交通機関で移動できる範囲で活動する。 



 

知識・ 

技能 

ルール、マナー 

   

道具等の扱い 

   

その他 

支援上の配慮

など 

   

集団規模 

   

連絡・連携 
   

・遊び方を理解して（ルールなどの支援を受けながら）活動する。 

・簡単なルールや決まりを守る。  ・安全を意識して活動する。 

・社会的なルール、マナーに則って活動する。 

・利用方法などを自分で調べる。 

・支援者が準備したものを利用して活動する。 ・簡単な用具や遊具を使って楽しむ。 

・用具等を自分で準備、片付け、管理をする。 

・多種、多様な活動の提案。 

・興味、関心に沿った活動内容、場の提案。 

・家庭、寄宿舎との情報交換、連携 

・２～３人程度の集団（友達同士）で活動する。 

・５～１０人程度の集団（友達、先輩・後輩）

で活動する。 

・一人で活動する。 ・支援者（担任、学年の教師）と一緒に活動する。 

・自分で選んで準備する。・様々な用具、遊具、器具を使って楽しむ。 

・地域等の余暇活動資源の紹介。 


